
「　
国　
の　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
政　
策　
に　
協　
力　
す　

る　
こ　
と　
、　
発　
電　
所　
建　
設　
を　
契　
機　
と　

し　
て　
地　
域　
振　
興　
を　
推　
進　
す　
る　
こ　
と　
」　

を　
主　
な　
目　
的　
と　
し　
、　
原　
子　
力　
発　
電　

に　
な　
じ　
み　
の　
な　
い　
市　
民　
へ　
の　
理　
解　

活　
動　
を　
精　
力　
的　
に　
進　
め　
ま　
し　
た　
。　

建　
設　
推　
進　
と　
反　
対　
の　
意　
見　
で　
市　
内　

が　
二　
分　
し　
て　
し　
ま　
う　
苦　
難　
を　
克　
服　

し　
着　
工　
か　
ら　
四　
半　
世　
紀　
後　
の　
平　
成　

九　
年　
七　
月　
、　
世　
界　
一　
の　
発　
電　
所　
は　

完　
成　
し　
ま　
し　
た　
。　
現　
在　
は　
関　
東　
圏　

で　
消　
費　
さ　
れ　
る　
電　
力　
の　
実　
に　
二　
割　

強　
を　
柏　
崎　
刈　
羽　
原　
子　
力　
発　
電　
所　
が　

送　
り　
出　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

産　
業　
の　
面　
か　
ら　
見　
る　
と　
、　
柏　
崎　

は　
商　
業　
と　
機　
械　
金　
属　
工　
業　
が　
盛　
ん　

柏　
崎　
市　
は　
、　
世　
界　
一　
の　
出　
力　
を　

誇　
る　
東　
京　
電　
力　
㈱　
柏　
崎　
刈　
羽　
原　
子　

力　
発　
電　
所　
の　
立　
地　
す　
る　
ま　
ち　
で　
す　
。　

現　
在　
は　
新　
潟　
県　
内　
第　
四　
位　
の　
人　
口　

約　
九　
万　
人　
を　
擁　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
古　

く　
は　
明　
治　
三　
十　
二　
年　
に　
日　
本　
石　
油　

本　
社　
が　
置　
か　
れ　
る　
な　
ど　
「
燃
え
る

水　
」
、　
す　
な　
わ　
ち　
石　
油　
の　
ま　
ち　
と　
し　

て　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
と　
深　
く　
関　
わ　
り　
を　

持　
ち　
な　
が　
ら　
発　
展　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

原　
子　
力　
発　
電　
所　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

昭　
和　
四　
十　
四　
年　
、　
市　
議　
会　
で　
誘　
致　

決　
議　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
と　

前　
後　
し　
て　
故　
小　
林　
治　
助　
市　
長　
を　
応　

援　
す　
る　
青　
年　
層　
が　
一　
致　
団　
結　
し　
、　

市　
議　
会　
、　
商　
工　
会　
議　
所　
と　
と　
も　
に　

11

産　
業　
の　
中　
心　
は　
商　
業　
と　

機　
械　
金　
属　
工　
業　

電
源
地
域　
の　
ト　
ッ　
プ　
ラ　
ン　
ナ　
ー　
・　

産
業
創
造
都
市

新
潟
県

柏
崎
市

で　
す　
。　
江　
戸　
時　
代　
か　
ら　
小　
千　
谷　
縮　

や　
近　
隣　
の　
産　
物　
の　
積　
出　
港　
で　
あ　
り　
、　

北　
前　
船　
が　
寄　
港　
す　
る　
貿　
易　
都　
市　
と　

し　
て　
繁　
栄　
し　
、　
ま　
た　
、　
戦　
前　
か　
ら　

自　
動　
車　
精　
密　
部　
品　
を　
中　
心　
と　
す　
る　

工　
業　
が　
発　
展　
し　
ま　
し　
た　
。　
特　
に　
、　

柏　
崎　
に　
進　
出　
し　
た　
大　
手　
製　
造　
業　
が　

大　
き　
く　
成　
長　
し　
て　
い　
く　
中　
で　
、　
広　

範　
な　
関　
連　
企　
業　
群　
・　
下　
請　
け　
企　
業　

群　
が　
形　
成　
さ　
れ　
、　
順　
調　
に　
発　
展　
を　

遂　
げ　
た　
時　
期　
が　
続　
き　
ま　
し　
た　
。　
一　

方　
、　
郊　
外　
の　
大　
型　
店　
舗　
が　
賑　
わ　
い　

を　
見　
せ　
る　
中　
、　
衰　
退　
し　
て　
い　
く　
中　

心　
市　
街　
地　
に　
対　
し　
て　
再　
開　
発　
事　
業　

を　
実　
施　
し　
、　
賑　
わ　
い　
を　
取　
り　
戻　
し　

つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
現　
在　
も　
近　
隣　
の　
刈　
羽　
郡　

三　
町　
一　
村　
を　
含　
め　
た　
各　
産　
業　
の　
中　

心　
地　
で　
あ　
り　
、　
広　
域　
行　
政　
の　
核　
と　

し　
て　
大　
き　
な　
役　
割　
を　
果　
た　
し　
て　
い　

ま　
す　
。　

今　
回　
、　
柏　
崎　
市　
の　
産　
業　
の　
中　
核　

で　
あ　
る　
商　
工　
業　
を　
取　
り　
上　
げ　
、　
平　

成　
十　
三　
年　
に　
完　
成　
し　
た　
中　
心　
市　
街　

地　
の　
商　
業　
地　
域　
活　
性　
化　
事　
業　
と　
、　

新　
規　
分　
野　
へ　
の　
進　
出　
や　
産　
学　
官　
連　

携　
を　
目　
指　
す　
工　
業　
振　
興　
策　
に　
つ　
い　

て　
検　
証　
し　
て　
み　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

石　
油　
の　
町　
か　
ら　

世　
界　
一　
の　
原　
子　
力　
の　
ま　
ち　
へ　

特集　電源地域のサクセス・ストーリー

新潟県・柏崎市
電源地域のトップランナー・産業創造都市‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1

産業復興に挑む柏崎市
─柏崎市産業振興部が取り組む商工業振興策─ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

■People プランナー

「起業しやすい町」で新しい企業を育てたい
柏崎商工会議所　内藤信寛さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3

高い金属加工技術を地元に継承し
新規分野を開拓します

酒井鉄工所　酒井好道さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4

洗練された生活用品を育て発信しています
青山工芸　品田洋さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6

柏崎の顔「中心商店街」の再生を進めます
最上屋　吉田勝彦さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

中心市街地活性化事業の
標準工程計画について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10

■DATA PAL

柏崎市 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11

Focus 政策・制度

中心市街地活性化事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12

岩手県一関市「総合型チャレンジショップ」
地元若者の企画・運営による「目指すは賑わい発信基地」 ‥‥‥ 14

ふるさとじまんの一品

広島県東広島市 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20

静岡県富士宮市 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20

宮崎県野尻町 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21

沖縄県具志川市 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21

情報クリップ

地元産ワサビの加工・販売事業
株式会社つえエーピー（大分県中津江村） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22

第13回「電気のふるさとじまん市」開催のお知らせ ‥‥ 25

「地域のひろば」は、電気のふるさとの“まちづくり”を応援する情報誌です。

表紙イラスト・相原健二



大　
型　
駐　
車　
場　
を　
備　
え　
た　
大　
型　
店　

の　
郊　
外　
へ　
の　
進　
出　
が　
相　
次　
ぎ　
、　
中　

心　
市　
街　
地　
の　
商　
店　
街　
の　
不　
振　
が　
課　

題　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
平　
成　

十　
三　
年　
三　
月　
、　
約　
十　
年　
の　
歳　
月　
を　

か　
け　
た　
東　
本　
町　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
事　
業　

が　
完　
成　
し　
ま　
し　
た　
。　
昨　
年　
、　
商　
店　

街　
活　
性　
化　
の　
中　
心　
的　
役　
割　
を　
担　
う　

シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
セ　
ン　
タ　
ー　
が　
、　
経　

営　
不　
振　
の　
た　
め　
民　
事　
再　
生　
法　
に　
よ　

る　
申　
し　
立　
て　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　

八　
月　
の　
債　
権　
者　
集　
会　
で　
は　
再　
生　
計　

画　
案　
も　
承　
認　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
現　
在　
、　

招　
聘　
し　
た　
外　
部　
の　
専　
門　
家　
を　
中　
心　

に　
再　
生　
計　
画　
を　
実　
行　
し　
つ　
つ　
あ　
る　

段　
階　
で　
す　
。　
市　
も　
再　
生　
の　
た　
め　
の　

支　
援　
を　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

六　
月　
に　
発　
表　
さ　
れ　
た　
新　
潟　
県　
の　

商　
圏　
調　
査　
で　

は　
、　
三　
年　
前　

と　
比　
較　
し　
て　

柏　
崎　
市　
の　
商　

圏　
人　
口　
は　

三　
・　
五　
％　
減　
、　

買　
物　
に　
お　
け　

る　
地　
元　
購　
買　

率　
も　
四　
・　

五　
％　
減　
と　
低　

迷　
し　
て　
い　
ま　

33

特　
定　
商　
業　
集　
積　
法　
の　
中　
心　
市　

街　
地　
活　
性　
化　
事　
業　
を　
実　
施　

製造品出荷額（億円）

H9 3,220

H13 2,109 ▲1,111

事業所数

H9   520

H13   460    ▲60

従業員数

H9   12,360

H13 10,239 ▲2,121

柏　
崎　
の　
産　
業　
の　
課　
題　

22

新潟県 柏崎市

地方における企業誘致は相当困難な状況に

ありますが、独自の技術にかけるベンチャー

企業にとって、高いポテンシャルを有する大

学の研究成果が企業立地の強いインセンティ

ブになると考えられます。

千葉県のＴ社は、真空皮膜に関する岩手大

学Ｍ研究室の研究成果を活用するために岩手

県に進出しています。また、三重県のＡ社も

共同研究を申し入れると共に、大学側に企業

の研究部門を設置したいとの意向を表明して

います。

柏崎新産業団地へも、大学との連携を求め

るベンチャー企業の進出が期待されます。

ベンチャー企業が
求める大学の資源

コラム

中　
心　
市　
街　
地　
の　
活　
性　
化　
へ　

再　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　

●商圏人口　127,333（▲3.5％）

・第一次　柏崎市・高柳市・刈羽村

・第二次　西山町

・第三次　出雲崎町・小国町・柿崎町

●購買人口　74,251（▲13.7％）

●商圏内シェア 58.3（▲7％）

●地元購買率 79％（▲4.5％）県内5位

・新潟市、上越市、長岡市、十日町市、

柏崎市
（注）▲は1998年度調査との比較

柏崎商圏の動向（2001年度新潟県調査） 産　
業　
復　
興　
に　
挑　
む　
柏　
崎　
市

│　
柏　
崎　
市　
産　
業　
振　
興　
部　
が　
取　
り　
組　
む　
商　
工　
業　
振　
興　
策　
│　

柏　
崎　
市　
の　
工　
業　
界　
は　
、　
明　
治　
中　

期　
の　
石　
油　
掘　
削　
・　
精　
製　
業　
、　
大　
正　

後　
期　
の　
製　
菓　
業　
、　
昭　
和　
初　
期　
の　
自　

動　
車　
部　
品　
製　
造　
業　
の　
発　
展　
に　
支　
え　

ら　
れ　
、　
そ　
の　
後　
の　
電　
気　
機　
械　
製　
造　

業　
、　
精　
密　
機　
械　
製　
造　
業　
、　
金　
属　
製　

品　
製　
造　
業　
の　
進　
出　
に　
よ　
り　
、　
市　
内　

に　
広　
範　
な　
関　
連　
企　
業　
群　
を　
形　
成　
し　
、　

機　
械　
金　
属　
製　
造　
業　
の　
集　
積　
が　
図　
ら　

れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
柏　
崎　
市　
の　
工　
業　
は　

大　
手　
企　
業　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
企　
業　
群　

と　
し　
て　
大　
き　
な　
発　
展　
を　
遂　
げ　
て　
き　

ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
最　
近　
の　
景　
気　

低　
迷　
や　
安　
価　
な　
外　
国　
製　
品　
の　
攻　
勢　

に　
圧　
さ　
れ　
、　
柏　
崎　
市　
を　
撤　
退　
す　
る　

大　
手　
企　
業　
も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　
こ　

れ　
か　
ら　
は　
、　
大　
手　
企　
業　
と　
の　
提　
携　

で　
培　
っ　
た　
製　
造　
技　
術　
に　
大　
学　
の　
研　

究　
成　
果　
を　
取　
り　
入　
れ　
て　
新　
製　
品　
を　

開　
発　
し　
、　
新　
た　
な　
需　
要　
を　
掘　
り　
起　

こ　
す　
な　
ど　
、　
直　
接　
顧　
客　
ニ　
ー　
ズ　
に　
応　

え　
ら　
れ　
る　
自　
立　
し　
た　
企　
業　
経　
営　
が　

期　
待　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
た　
め　
の　
具　
体　
策　
と　
し　
て　
、　

新　
潟　
産　
業　
大　
学　
、　
新　
潟　
工　
科　
大　
学　

と　
い　
う　
二　
つ　
の　
大　
学　
と　
連　
携　
し　
た　

工　
業　
振　
興　
策　
を　
重　
視　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

二　
つ　
の　
大　
学　
は　
人　
材　
育　
成　
の　
重　
要　

性　
の　
観　
点　
か　
ら　
、　
電　
源　
立　
地　
の　
財　

源　
を　
活　
用　
し　
て　
誘　
致　
建　
設　
を　
支　
援　

し　
た　
も　
の　
で　
す　
。　

新　
潟　
工　
科　
大　
学　
に　
は　
、　
産　
学　
連　

携　
を　
推　
進　
す　
る　
地　
域　
産　
学　
交　
流　
セ　

ン　
タ　
ー　
、　
新　
潟　
県　
が　
整　
備　
し　
て　
地　

元　
製　
造　
業　
の　
技　
術　
の　
高　
度　
化　
、　
新　

製　
品　
・　
新　
分　
野　
進　
出　
を　
促　
す　
と　
と　

も　
に　
起　
業　
化　
の　
た　
め　
の　
研　
究　
開　
発　

を　
支　
援　
す　
る　
柏　
崎　
起　
業　
化　
セ　
ン　
タ　

ー　
が　
あ　
り　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
機　
能　
を　
有　

機　
的　
に　
結　
び　
つ　
け　
て　
新　
事　
業　
・　
新　

産　
業　
へ　
の　
取　
り　
組　
み　
を　
促　
進　
す　
べ　

く　
、　
市　
が　
支　
援　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

二　
つ　
の　
大　
学　
を　
東　
西　
に　
お　
い　
た　

学　
園　
ゾ　
ー　
ン　
に　
建　
設　
を　
予　
定　
し　
て　

い　
る　
新　
産　
業　
団　
地　
に　
は　
、　
電　
気　
・　

機　
械　
部　
品　
な　
ど　
の　
製　
造　
業　
や　
、　
ソ　

フ　
ト　
･  
デ　
ザ　
イ　
ン　
等　
の　
サ　
ー　
ビ　
ス　

業　
の　
誘　
致　
を　
予　
定　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

さ　
ら　
に　
、　
大　
学　
と　
の　
共　
同　
研　
究　
や　

大　
学　
で　
開　
発　
さ　
れ　
た　
新　
技　
術　
の　
応　

用　
の　
た　
め　
に　
ベ　
ン　
チ　
ャ　
ー　
企　
業　
が　

進　
出　
し　
て　
く　
る　
こ　
と　
に　
も　
期　
待　
し　

て　
い　
ま　
す　
（　
平　
成　
十　
八　
年　
、　
分　
譲　

予　
定　
約　
十　
六　

）　〈　
コ　
ラ　
ム　
参　
照　
〉　。　

ま　
た　
、　
重　
要　
な　
地　
域　
資　
源　
で　
あ　

り　
な　
が　
ら　
技　
術　
水　
準　
が　
高　
く　
手　
が　

届　
か　
な　
か　
っ　
た　
原　
子　
力　
発　
電　
所　
に　

対　
し　
て　
も　
、　
メ　
ン　
テ　
ナ　
ン　
ス　
だ　
け　

で　
な　
く　
製　
造　
業　
と　
し　
て　
参　
加　
す　
る　

意　
欲　
を　
持　
つ　
企　
業　
が　
現　
れ　
始　
め　
た　

こ　
と　
は　
力　
強　
い　
こ　
と　
で　
す　
。　

ヘ　
ク

タ　
ー　
ル　

す　
。　
こ　
の　
点　
か　
ら　
も　
柏　
崎　
市　
を　
元　

気　
づ　
け　
る　
施　
策　
と　
し　
て　
、　
中　
心　
市　

街　
地　
の　
活　
性　
化　
は　
非　
常　
に　
重　
要　
で　

す　
。　
若　
者　
を　
呼　
び　
戻　
す　
た　
め　
に　
は　

若　
者　
の　
ア　
イ　
デ　
ア　
に　
よ　
る　
ま　
ち　
づ　

く　
り　
が　
必　
要　
と　
の　
考　
え　
か　
ら　
、　
新　

潟　
産　
業　
大　
学　
や　
新　
潟　
工　
科　
大　
学　
の　

協　
力　
を　
得　
て　
、　
若　
者　
に　
よ　
る　
政　
策　

提　
案　
「　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
二　
十　
一　
」　

も　
実　
施　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

東　
本　
町　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
中　
心　
市　

街　
地　
の　
ハ　
ー　
ド　
整　
備　
は　
完　
了　
し　
、　

最　
も　
賑　
や　
か　
だ　
っ　
た　
八　
〇　
年　
代　
前　

半　
の　
人　
通　
り　
が　
戻　
っ　
て　
き　
た　
よ　
う　

で　
す　
。　
次　
は　
、　
顧　
客　
重　
視　
の　
店　
づ　

く　
り　
と　
品　
揃　
え　
に　
よ　
る　
魅　
力　
づ　
く　

り　
で　
す　
。　
市　
と　
し　
て　
も　
、　
ま　
ち　
を　

元　
気　
づ　
け　
る　
ソ　
フ　
ト　
事　
業　
や　
市　
民　

参　
加　
活　
動　
を　
支　
援　
し　
な　
が　
ら　
、　
中　

心　
市　
街　
地　
の　
活　
性　
化　
に　
努　
め　
て　
い　

き　
た　
い　
と　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

大　
手　
企　
業　
の　
撤　
退　
、　
こ　
れ　
が　
最　

近　
の　
柏　
崎　
の　
産　
業　
を　
取　
り　
巻　
く　
大　

き　
な　
課　
題　
で　
す　
。　
平　
成　
十　
一　
年　
に　

小　
松　
エ　
ス　
ト　
㈱　（　
従　
業　
員　
約　
三　
百　
人　
）　、　

平　
成　
十　
三　
年　
に　
は　
日　
本　
石　
油　
の　
子　

会　
社　
・　
日　
本　
石　
油　
加　
工　
㈱　（　
同　
約　
三　

十　
人　
）　、　
新　
潟　
日　
本　
電　
気　
㈱　（　
同　
約　

九　
百　
人　
）　が　
撤　
退　
し　
た　
た　
め　
、　
平　
成　

十　
三　
年　
度　
の　
製　
造　
品　
出　
荷　
額　
は　
、　

ピ　
ー　
ク　
時　
の　
平　
成　
九　
年　
度　
よ　
り　
千　

百　
十　
一　
億　
円　
減　
少　
し　
、　
同　
じ　
く　
事　

業　
所　
は　
六　
十　
社　
減　
少　
、　
従　
業　
員　
も　

二　
千　
百　
二　
十　
一　
人　
減　
少　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

柏　
崎　
は　
、　
明　
治　
以　
来　
大　
企　
業　
の　

誘　
致　
に　
よ　
り　
発　
展　
し　
て　
き　
た　
た　
め　
、　

大　
手　
約　
十　
社　
の　
親　
企　
業　
が　
約　
四　
百　

社　
の　
企　
業　
を　
支　
え　
て　
い　
る　
と　
い　
う　

下　
請　
け　
構　
造　
が　
定　
着　
し　
て　
い　
ま　
し　

た　
。　し　

か　
し　
、　
こ　
こ　
に　
き　
て　
親　
企　
業　

が　
い　
つ　
の　
間　
に　
か　
い　
な　
く　
な　
る　
と　

新　
産　
業　
団　
地　
で　

企　
業　
の　
自　
立　
を　
支　
援　

い　
う　
よ　
う　
な　
状　
況　
が　
急　
速　
に　
目　
立　

っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
を　
受　
け　
親　

を　
頼　
り　
に　
し　
て　
い　
る　
よ　
う　
な　
企　
業　

で　
は　
や　
っ　
て　
い　
け　
な　
い　
と　
い　
う　
こ　

と　
で　
、　
下　
請　
け　
企　
業　
自　
体　
か　
ら　
、　

下　
請　
け　
体　
質　
の　
脱　
却　
と　
い　
う　
方　
向　

が　
で　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
た　
め　
に　

は　
、　
自　
主　
製　
品　
の　
開　
発　
や　
新　
た　
な　

取　
引　
先　
の　
開　
拓　
を　
目　
指　
し　
て　
い　
か　

な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
わ　
け　
で　
す　
。　

市　
や　
商　
工　
会　
議　
所　
も　
一　
体　
と　
な　

っ　
て　
、　
下　
請　
け　
体　
質　
か　
ら　
の　
脱　
却　

を　
支　
援　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　
一　
つ　

が　
、　
二　
つ　
の　
大　
学　
が　
東　
西　
に　
位　
置　

す　
る　
学　
園　
ゾ　
ー　
ン　
の　
中　
に　
整　
備　
す　

る　
約　
二　
十　
八　

の　
新　
産　
業　
団　
地　
で　

す　
。　
と　
は　
い　
え　
、　
日　
本　
の　
工　
業　
団　

地　
の　
六　
割　
が　
空　
い　
て　
い　
る　
よ　
う　
な　

状　
況　
で　
す　
か　
ら　
、　
外　
の　
地　
域　
か　
ら　

企　
業　
を　
誘　
致　
し　
て　
く　
る　
こ　
と　
は　
難　

し　
い　
も　
の　
で　
す　
。　
自　
社　
製　
品　
の　
開　

発　
や　
新　
た　
な　
成　
長　
分　
野　
に　
チ　
ャ　
レ　

ン　
ジ　
す　
る　
よ　
う　
な　
元　
気　
の　
あ　
る　
地　

元　
企　
業　
を　
選　
抜　
し　
て　
そ　
の　
団　
地　
に　

誘　
導　
し　
て　
い　
く　
、　
そ　
う　
い　
う　
方　
向　

性　
を　
目　
指　
し　
ま　
す　
。　

さ　
ら　
に　
、　
二　
つ　
の　
大　
学　
と　
共　
同　

研　
究　
な　
ど　
を　
通　
じ　
て　
連　
携　
で　
き　
る　

よ　
う　
な　
企　
業　
や　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
関　
連　

の　
研　
究　
開　
発　
型　
の　
企　
業　
も　
誘　
致　
し　

て　
い　
き　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
に　
は　
、　
電　
気　

料　
金　
が　
半　
額　
に　
な　
る　
と　
い　
う　
原　
子　

力　
発　
電　
立　
地　
地　
域　
の　
メ　
リ　
ッ　
ト　
を　
大　

い　
に　
活　
用　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
税　
優　
遇　
・　
助　
成　
金　
・　

融　
資　
等　
の　
制　
度　
が　
高　
く　
評　
価　
さ　
れ　
、　

起　
業　
情　
報　
誌　
「　
ベ　
ン　
チ　
ャ　
ー　
ク　
ラ　
ブ　
」　

で　
は　
、　
柏　
崎　
市　
を　「　
起　
業　
し　
や　
す　
い　

町　
全　
国　
都　
市　
第　
二　
位　
」　に　
ラ　
ン　
キ　
ン　

グ　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
商　
業　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
ま　

ち　
づ　
く　
り　
で　
す　
。　
少　
子　
化　
に　
よ　
る　

ヘ　
ク

タ　
ー　
ル　

知　
的　
資　
産　
・　
大　
学　
を　
生　
か　
し　
た　

地　
元　
工　
業　
界　
の　
再　
編　
成　

People プランナー

「起業しやすい町」で
新しい企業を育てたい

柏崎商工会議所　専務理事 内藤
ないとう

信寛
のぶひろ

さん

基　
幹　
産　
業　
で　
あ　
る　

機　
械　
金　
属　
工　
業　
の　
方　
向　

人　
口　
減　
少　
は　
避　
け　
ら　
れ　
な　
い　
と　
し　

て　
も　
、　
人　
が　
集　
ま　
っ　
て　
賑　
わ　
っ　
て　

い　
く　
こ　
と　
は　
大　
切　
で　
す　
。　
柏　
崎　
で　

は　
、　
平　
成　
三　
年　
に　
当　
時　
の　
通　
産　

省　
・　
建　
設　
省　
・　
自　
治　
省　
の　
三　
省　
共　

管　
に　
よ　
る　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
で　
あ　
る　
特　

定　
商　
業　
集　
積　
法　
の　
指　
定　
を　
受　
け　
、　

十　
年　
を　
か　
け　
、　
道　
路　
の　
拡　
幅　
や　
駐　

車　
場　
整　
備　
、　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
セ　
ン　

タ　
ー　
「　
フ　
ォ　
ン　
ジ　
ェ　
」　
の　
建　
設　
な　

ど　
の　
中　
心　
市　
街　
地　
再　
開　
発　
を　
行　
い　

ま　
し　
た　
。　

特　
に　
、　
首　
都　
圏　
と　
の　
交　
流　
を　
活　

発　
化　
さ　
せ　
る　
た　
め　
に　
相　
当　
規　
模　
の　

大　
会　
な　
ど　
開　
催　
で　
き　
る　
よ　
う　
、　
収　

容　
人　
員　
八　
百　
人　
も　
の　
コ　
ン　
ベ　
ン　
シ　

ョ　
ン　
ホ　
ー　
ル　
「　
市　
民　
プ　
ラ　
ザ　
」　
も　

整　
備　
し　
ま　
し　
た　
。　

今　
ま　
で　
は　
地　
域　
の　
企　
業　
全　
体　
を　

底　
上　
げ　
し　
よ　
う　
と　
行　
政　
や　
商　
工　
会　

議　
所　
は　
頑　
張　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
が　
、　

こ　
れ　
か　
ら　
は　
、　
新　
分　
野　
へ　
の　
挑　
戦　

や　
、　
新　
規　
顧　
客　
の　
開　
拓　
な　
ど　
、　
新　

し　
い　
経　
営　
の　
実　
現　
に　
意　
欲　
的　
な　
元　

気　
の　
あ　
る　
企　
業　
人　
を　
応　
援　
し　
て　
い　

く　
時　
代　
に　
な　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
こ　

の　
よ　
う　
な　
意　
欲　
を　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
の　

地　
元　
産　
業　
を　
担　
っ　
て　
い　
く　
若　
い　

方　
々　
に　
、　
ぜ　
ひ　
と　
も　
期　
待　
し　
た　
い　

と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

問い合わせ先　柏崎市産業振興部　電話　0257-23-5111 URL://www.city.kashiwazaki.niigata.jp
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㈱
酒
井
鉄
工
所
は
、
昭
和
十
三
年

か
ら
柏
崎
市
で
金
属
加
工
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。
十
年
前
に
は
、
当
時
ま

だ
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
移
動
体

用
の
衛
星
放
送
受
信
装
置
を
㈱
新
日

鉄　
と　
共　
同　
し　
て　
製　
品　
化　
す　
る　
な　
ど　
先　

進　
的　
な　
取　
り　
組　
み　
を　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ
し
て
、
柏
崎
商
工
会
議
所
の
機

械
金
属
部
会
長
と
し
て
も
柏
崎
工
業

界
の
指
導
的
立
場
に
も
お
ら
れ
る
社

長
の
酒
井
好
道
さ
ん
に
、
将
来
の
金

属
加
工
業
を
支
え
る
人
材
育
成
と
、

新
し
い
受
注
活
動
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

新潟県 柏崎市

こ　
こ　
柏　
崎　
に　
は　
、　
㈱　
リ　
ケ　
ン　
と　

い　
う　
、　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
・　
フ　
ォ　
ー　
ド　
な　
ど　

に　
も　
採　
用　
さ　
れ　
、　
国　
内　
新　
車　
の　
約　

大　
手　
地　
元　
企　
業　
と　
培　
っ　
た　

高　
い　
技　
術　
が　

柏　
崎　
工　
業　
界　
の　
資　
産　

五　
〇　
％　
の　
シ　
ェ　
ア　
を　
占　
め　
る　
ピ　
ス　

ト　
ン　
リ　
ン　
グ　
を　
製　
造　
し　
て　
い　
る　
ほ　

か　
、　
ホ　
ン　
ダ　
の　
レ　
ー　
ス　
エ　
ン　
ジ　
ン　

用　
に　
部　
品　
供　
給　
を　
行　
う　
ほ　
ど　
の　
世　

界　
的　
な　
技　
術　
を　
有　
す　
る　
自　
動　
車　
部　

品　
メ　
ー　
カ　
ー　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　

リ　
ケ　
ン　
さ　
ん　
と　
五　
十　
年　
に　
わ　
た　
っ　

て　
提　
携　
し　
、　
加　
工　
技　
術　
の　
向　
上　
に　

挑　
戦　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
具　
体　
的　
な　

技　
術　
と　
し　
て　
は　
、　
二　
十　
年　
前　
に　
タ　

ー　
ボ　
チ　
ャ　
ー　
ジ　
ャ　
ー　
の　
部　
品　
に　
挑　

戦　
し　
、　
以　
後　
十　
六　
年　
間　
製　
造　
し　
て　

き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
部　
品　
は　
バ　
ラ　
ン　

ス　
が　
非　
常　
に　
重　
要　
で　
、　
穴　
の　
径　
で　

い　
え　
ば　
プ　
ラ　
ス　
マ　
イ　
ナ　
ス　
二　

の　

範　
囲　
内　
で　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
と　

い　
う　
非　
常　
に　
厳　
し　
い　
技　
術　
水　
準　
が　

要　
求　
さ　
れ　
る　
も　
の　
で　
し　
た　
が　
、　
十　

六　
年　
間　
そ　
の　
要　
求　
水　
準　
を　
ク　
リ　
ア　

し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

自　
動　
車　
業　
界　
が　
大　
き　
く　
発　
展　
し　

て　
い　
た　
時　
代　
は　
、　
こ　
の　
ミ　
ク　
ロ　
ン　

単　
位　
の　
仕　
事　
で　
鍛　
え　
た　
高　
い　
技　
術　

水　
準　
と　
、　
大　
手　
一　
社　
と　
の　
間　
に　
築　

き　
上　
げ　
た　
強　
い　
信　
頼　
関　
係　
を　
支　
え　

に　
、　
仕　
事　
の　
受　
注　
に　
関　
し　
て　
も　
そ　

れ　
ほ　
ど　
不　
安　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
で　
し　

た　
。　し　

か　
し　
、　
自　
動　
車　
関　
連　
製　
品　
の　

激　
減　
と　
い　
う　
景　
気　
の　
波　
を　
ま　
と　
も　

に　
受　
け　
は　
じ　
め　
た　
四　
〜　
五　
年　
前　
か　

ら　
、　
非　
常　
に　
厳　
し　
い　
経　
営　
が　
続　
い　

て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
高　
度　
技　
術　
を　
駆　
使　
し　
て　
県　

内　
外　
に　
打　
っ　
て　
出　
る　
に　
は　
、　
腕　
も　

あ　
り　
、　
管　
理　
も　
で　
き　
る　
、　
ブ　
ル　
ー　

ミ
ク

ロ
ン

カ　
ラ　
ー　
で　
も　
ホ　
ワ　
イ　
ト　
カ　
ラ　
ー　
で　

も　
な　
い　
人　
材　
の　
育　
成　
が　
重　
要　
で　
す　
。　

と　
い　
う　
の　
は　
、　
加　
工　
業　
の　
仕　
事　

は　
、　
物　
を　
削　
っ　
て　
形　
を　
作　
っ　
て　
い　

く　
わ　
け　
で　
す　
が　
、　
多　
品　
種　
で　
少　
量　

の　
生　
産　
を　
効　
率　
よ　
く　
行　
う　
に　
は　
、　

メ　
ー　
カ　
ー　
か　
ら　
新　
た　
な　
機　
械　
を　
購　

入　
す　
る　
必　
要　
性　
や　
既　
存　
の　
設　
備　
の　

組　
み　
合　
わ　
せ　
に　
よ　
る　
対　
応　
の　
可　
能　

性　
、　
既　
存　
汎　
用　
機　
の　
専　
用　
機　
へ　
の　

改　
造　
の　
可　
能　
性　
、　
さ　
ら　
に　
は　
効　
率　

的　
な　
加　
工　
手　
順　
や　
人　
に　
よ　
る　
カ　
バ　

ー　
の　
必　
要　
性　
な　
ど　
、　
実　
際　
の　
加　
工　

工　
程　
を　
作　
り　
上　
げ　
る　
担　
当　
者　
の　
現　

場　
で　
の　
判　
断　
が　
非　
常　
に　
重　
要　
に　
な　

り　
ま　
す　
。　

加　
工　
屋　
と　
い　
う　
の　
は　
ど　
う　
し　
て　

も　
注　
文　
を　
受　
け　
て　
か　
ら　
設　
備　
を　
考　

え　
る　
わ　
け　
で　
、　
そ　
れ　
は　
結　
局　
、　

個　
々　
職　
人　
の　
腕　
に　
任　
せ　
ら　
れ　
る　
こ　

と　
に　
な　
る　
の　
で　
す　
。　
そ　
し　
て　
、　
こ　

の　
職　
人　
の　
腕　
を　
資　
格　
と　
い　
う　
形　
で　

新　
規　
分　
野　
に　
進　
出　
す　
る　
際　
の　
ア　
ピ　

ー　
ル　
ポ　
イ　
ン　
ト　
に　
し　
よ　
う　
と　
「　
技　

能　
士　
」　
の　
取　
得　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

若　
者　
の　
育　
成　
も　
大　
切　
で　
す　
。　「　
も　

の　
づ　
く　
り　
」　
が　
好　
き　
で　
職　
業　
と　
し　

て　
関　
心　
を　
も　
っ　
て　
い　
る　
地　
元　
の　
若　

者　
に　
、　
工　
場　
に　
入　
っ　
て　
実　
際　
の　
仕　

腕　
も　
あ　
り　
管　
理　
も　
で　
き　
る　

技　
能　
士　
の　
育　
成　
が　
重　
要　

地　
元　
で　
若　
者　
を　
発　
掘　
し　

技　
術　
技　
能　
を　
継　
承　
し　
た　
い　

部　
品　
製　
造　
を　
受　
注　
す　
る　
た　
め　

原　
子　
力　
発　
電　
所　
の　

品　
質　
保　
証　
指　
針　
を　
ク　
リ　
ア　

事　
を　
身　
を　
も　
っ　
て　
体　
験　
し　
て　
も　
ら　

い　
た　
い　
の　
で　
す　
。　
そ　
う　
す　
れ　
ば　
、　

イ　
メ　
ー　
ジ　
と　
違　
う　
か　
ら　
と　
い　
っ　
て　

す　
ぐ　
に　
辞　
め　
た　
り　
す　
る　
こ　
と　
も　
防　

げ　
ま　
す　
し　
、　
適　
性　
を　
持　
っ　
た　
地　
元　

若　
者　
の　
発　
掘　
に　
つ　
な　
げ　
る　
こ　
と　
が　

で　
き　
る　
の　
で　
す　
。　
新　
潟　
工　
科　
大　
学　

の　
学　
生　
で　
も　
柏　
崎　
工　
業　
高　
校　
の　
学　

生　
で　
も　
同　
じ　
で　
す　
。　

何　
も　
工　
業　
系　
の　
生　
徒　
で　
あ　
る　
必　

要　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
文　
科　
系　
の　
人　

で　
も　
適　
性　
の　
あ　
る　
人　
が　
多　
い　
の　
で　

す　
。　
必　
要　
な　
知　
識　
は　
現　
場　
で　
噛　
み　

砕　
い　
て　
教　
え　
ま　
す　
か　
ら　
。　
要　
は　
、　

「　
も　
の　
づ　
く　
り　
」　
に　
愛　
着　
を　
持　
っ　
て　

い　
る　
か　
ど　
う　
か　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

こ　
う　
し　
て　
発　
掘　
し　
た　
適　
性　
あ　
る　

若　
者　
を　
大　
切　
に　
育　
て　
て　
、　
柏　
崎　
の　

地　
元　
高　
度　
技　
術　
を　
継　
承　
さ　
せ　
て　
い　

き　
た　
い　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
受　
注　
活　
動　
は　
、　
商　
工　

会　
議　
所　
と　
市　
が　
大　
手　
企　
業　
の　
購　
買　

担　
当　
者　
を　
招　
聘　
し　
て　
行　
っ　
て　
い　
ま　

し　
た　
。　
そ　
こ　
で　
、　
今　
年　
か　
ら　
高　
い　

技　
術　
水　
準　
を　
も　
つ　
仲　
間　
数　
社　
で　
グ　

ル　
ー　
プ　
を　
作　
っ　
て　
、　
県　
内　
外　
の　
メ　

ー　
カ　
ー　
に　
受　
注　
の　
働　
き　
か　
け　
を　
始　

め　
ま　
し　
た　
。　
一　
社　
か　
ら　
多　
量　
の　
注　

文　
を　
受　
け　
る　
の　
は　
難　
し　
い　
の　
で　
、　

全　
国　
規　
模　
で　
受　
注　
活　
動　
を　
展　
開　
す　

る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

今　
年　
四　
月　
こ　
ろ　
、　
東　
京　
電　
力　
さ　

ん　
か　
ら　
、　
原　
子　
力　
発　
電　
所　
内　
で　
使　

う　
機　
具　
類　
や　
部　
品　
の　
製　
造　
を　
地　
元　

製　
造　
業　
に　
発　
注　
し　
た　
い　
と　
の　
お　
話　

が　
あ　
り　
、　
地　
元　
製　
造　
業　
二　
十　
数　
社　

が　
柏　
崎　
商　
工　
会　
議　
所　
に　
推　
薦　
し　
て　

い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　

メ　
ン　
テ　
ナ　
ン　
ス　
で　
は　
な　
く　
、　
本　

業　
の　
製　
造　
業　
と　
し　
て　
原　
子　
力　
発　
電　

所　
の　
高　
度　
な　
技　
術　
部　
門　
の　
仕　
事　
に　

地　
元　
企　
業　
が　
参　
加　
す　
る　
こ　
と　
は　
稀　

と　
き　
い　
て　
い　
ま　
す　
。　
東　
京　
電　
力　
さ　

ん　
か　
ら　
も　
、　
技　
術　
水　
準　
に　
対　
す　
る　

高　
い　
評　
価　
を　
頂　
い　
た　
う　
え　
、　
原　
子　

力　
発　
電　
所　
の　
Ｉ　
Ｓ　
Ｏ　
と　
も　
い　
え　
る　

「　
Ｊ　
Ｅ　
Ａ　
Ｇ　
４　
１　
０　
１　
　　
一　
九　
九　
三　

年　
原　
子　
力　
発　
電　
所　
の　
品　
質　
保　
証　
指　

針　
」　
に　
つ　
い　
て　
、　
一　
週　
間　
か　
ら　
十　

日　
に　
一　
度　
の　
割　
合　
で　
一　
回　
五　
時　
間　
、　

計　
十　
回　
く　
ら　
い　
、　
マ　
ン　
ツ　
ー　
マ　
ン　

に　
よ　
る　
指　
導　
を　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
ま　

し　
た　
。　
見　
積　
依　
頼　
に　
対　
す　
る　
品　
質　

保　
証　
の　
提　
出　
な　
ど　
管　
理　
に　
関　
す　
る　

具　
体　
的　
な　
方　
法　
で　
す　
。　
技　
術　
水　
準　

や　
品　
質　
管　
理　
な　
ど　
、　

あ　
ら　
ゆ　
る　
面　
で　
要　
求　

さ　
れ　
る　
水　
準　
が　
非　
常　

に　
高　
い　
こ　
と　
は　
十　
分　

承　
知　
し　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　

新　
分　
野　
へ　
の　
挑　
戦　
の　

絶　
好　
の　
チ　
ャ　
ン　
ス　
と　

と　
ら　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

近　
ご　
ろ　
、　
産　
業　
界　

で　
は　
企　
業　
を　
評　
価　
す　

る　
と　
き　
に　
勝　
ち　
組　
・　

負　
け　
組　
と　
分　
け　
た　
が　

り　
ま　
す　
。　
こ　
の　
単　
純　

な　
考　
え　
方　
に　
は　
疑　
問　

を　
持　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
受　
注　
競　
争　
で　

は　
、　
勝　
つ　
た　
め　
に　
相　
当　
無　
理　
を　
す　

る　
こ　
と　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
た　
だ　
受　
注　

量　
を　
増　
や　
す　
た　
め　
に　
、　
設　
計　
者　
の　

意　
図　
も　
掴　
ま　
ず　
に　
図　
面　
を　
み　
て　
安　

い　
値　
段　
で　
期　
限　
に　
間　
に　
合　
わ　
る　
だ　

け　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
人　
材　
育　
成　
に　
対　

し　
て　
も　
不　
要　
な　
経　
費　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
企　
業　
は　
長　
続　
き　
し　
ま　

せ　
ん　
。　
負　
け　
た　
と　
言　
わ　
れ　
る　
大　
半　

の　
企　
業　
も　
、　
実　
は　
日　
本　
の　
も　
の　
づ　

く　
り　
の　
中　
で　
大　
切　
な　
役　
割　
を　
果　
た　

し　
、　
き　
ち　
ん　
と　
技　
術　
力　
の　
継　
承　
を　

行　
っ　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

昔　
か　
ら　
、　
物　
を　
削　
っ　
て　
形　
を　
つ　

く　
っ　
て　
い　
く　
加　
工　
屋　
と　
し　
て　
、　
発　

注　
者　
の　
、　
時　
に　
は　
極　
め　
て　
高　
度　
な　

技　
術　
水　
準　
の　
要　
望　
に　
あ　
れ　
こ　
れ　
工　

夫　
し　
な　
が　
ら　
自　
分　
た　
ち　
の　
技　
術　
を　

高　
め　
る　
こ　
と　
で　
応　
え　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

ボ　
ル　
ト　
一　
本　
を　
つ　
く　
る　
技　
術　
を　
大　

切　
に　
、　
人　
を　
育　
て　
も　
の　
づ　
く　
り　
に　

励　
ん　
で　
い　
き　
た　
い　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　

す　
。　

技　
術　
革　
新　
と　

人　
材　
育　
成　
が　

製　
造　
業　
の　
要　

高　
い　
技　
術　
を　
持　
っ　
た　

仲　
間　
数　
社　
に　
よ　
る　

グ　
ル　
ー　
プ　
営　
業　
の　
開　
始　

高い金属加工技術を地元に継承し
新規分野を開拓します

株式会社酒井鉄工所 代表取締役社長 酒井
さ か い

好道
よしみち

さん

問い合わせ先　柏崎市田塚3-1-60  電話 0257-23-6173

工場で自製品のピストンを持つ酒井社長

特殊車両に使う特別の強度が必要なピストン
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つ　
雰　
囲　
気　
が　
う　
ま　
く　
溶　
け　
合　
っ　
て　

い　
て　
、　
そ　
れ　
が　
人　
の　
心　
を　
動　
か　
す　

力　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
よ　
う　
に　
感　
じ　
ま　

し　
た　
。　

私　
た　
ち　
ス　
タ　
ッ　
フ　
は　
、　
日　
常　
生　

活　
を　
基　
本　
に　
、　
プ　
ラ　
ス　
ア　
ル　
フ　
ァ　

を　
提　
供　
す　
る　
演　
出　
を　
大　
切　
に　
し　
て　

い　
ま　
す　
。　
同　
種　
の　
商　
品　
を　
並　
べ　
て　

販　
売　
す　
る　
の　
で　
な　
く　
、　
食　
卓　
な　
ど　

に　
並　
べ　
た　
時　
の　
イ　
メ　
ー　
ジ　
を　
店　
内　

に　
演　
出　
し　
、　
お　
客　
様　
に　
楽　
し　
ん　
で　

い　
た　
だ　
き　
、　
販　
売　
に　

結　
び　
つ　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　

夏　
場　
に　
は　
、　
半　
月　

盆　
に　
切　
子　
の　
冷　
酒　
グ　

ラ　
ス　
と　
蕎　
麦　
猪　
口　
、　

ガ　
ラ　
ス　
器　
の　
取　
り　
合　

わ　
せ　
、　
玄　
関　
用　
に　
は　

デ　
ッ　
ド　
ス　
ト　
ッ　
ク　
の　

分　
厚　
い　
ガ　
ラ　
ス　
製　
の　

金　
魚　
鉢　
に　
水　
を　
張　
っ　

て　
藻　
を　
浮　
か　
べ　
た　
も　

の　
が　
好　
評　
で　
し　
た　
。　

秋　
に　
は　
、　
陶　
器　
と　
高　

柳　
や　
小　
国　
の　
和　
紙　
を　

使　
っ　
た　
小　
振　
り　
な　
電　

気　
ス　
タ　
ン　
ド　
を　
用　
い　

た　
空　
間　
づ　
く　
り　
も　
良　

い　
と　
思　
い　
、　
品　
揃　
え　

「　
青　
山　
工　
芸　
」　
は　
市　
街　
地　
活　
性　
化　
事　

業　
と　
時　
を　
同　
じ　
く　
し　
て　
、　
先　
代　
か　
ら　

世　
代　
交　
代　
を　
行　
い　
、　
店　
舗　
を　
一　
新　
し　
、　

大　
正　
・　
昭　
和　
レ　
ト　
ロ　
の　
食　
卓　
用　
品　
中　

心　
ヘ　
取　
扱　
商　
品　
を　
シ　
フ　
ト　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　
店　
の　
入　
り　
口　
で　
は　
、　
木　
製　
の　
茶　

箱　
に　
積　
ま　
れ　
た　
昭　
和　
三　
十　
年　
代　
製　
造　

の　
新　
品　
茶　
碗　
が　
目　
を　
引　
き　
ま　
す　
。　
若　

手　
ス　
タ　
ッ　
フ　
の　
セ　
ン　
ス　
と　
ア　
イ　
デ　
ア　

を　
重　
視　
し　
た　
店　
舗　
の　
演　
出　
と　
、　
Ｉ　
Ｔ　

に　
よ　
る　
コ　
ン　
ペ　
形　
式　
で　
作　
家　
と　
商　
品　

開　
発　
を　
行　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
も　
特　
徴　
で　

す　
。　地　

方　
の　
生　
活　
用　
品　
を　
、　
確　
か　
な　
見　

立　
て　
と　
全　
国　
と　
つ　
な　
が　
る　
情　
報　
網　
に　

よ　
っ　
て　
、　
大　
都　
市　
に　
ひ　
け　
を　
と　
ら　
な　

い　
洗　
練　
さ　
れ　
た　
商　
品　
に　
育　
て　
る　
こ　
と　

が　
で　
き　
る　
と　
い　
う　
意　
味　
で　
、　
地　
方　
商　

店　
街　
の　
新　
た　
な　
可　
能　
性　
を　
見　
い　
だ　
す　

こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

新潟県 柏崎市

中　
心　
市　
街　
地　
事　
業　
が　
完　
成　
し　
、　

道　
路　
が　
拡　
幅　
さ　
れ　
、　
人　
通　
り　
も　
増　

え　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
フ　
ォ　
ン　
ジ　
ェ　
な　

ど　
テ　
ナ　
ン　
ト　
経　
営　
で　
は　
苦　
労　
さ　
れ　

て　
い　
ま　
す　
が　
、　
全　
体　
と　
し　
て　
は　
道　

路　
や　
駐　
車　
場　
が　
整　
備　
さ　
れ　
た　
だ　
け　

で　
な　
く　
、　
商　
店　
街　
が　
と　
て　
も　
明　
る　

く　
、　
セ　
ン　
ス　
が　
良　
い　
感　
じ　
に　
な　
り　

ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
か　
ら　
は　
私　
た　
ち　
商　

店　
が　
魅　
力　
を　
備　
え　
て　
行　
く　
番　
で　
す　
。　

そ　
れ　
ま　
で　
は　
主　
に　
結　
婚　
式　
場　
の　

引　
き　
出　
物　
の　
仕　
事　
を　
し　
て　
い　
ま　
し　

た　
。　
店　
を　
引　
き　
継　
ぐ　
に　
あ　
た　
っ　
て　
、　

結　
婚　
式　
場　
の　
安　
定　
し　
た　
下　
請　
仕　
事　

を　
や　
め　
る　
こ　
と　
、　
新　
し　
い　
商　
店　
街　

に　
似　
合　
う　
新　
店　
舗　
を　
つ　
く　
る　
こ　
と　
、　

生　
活　
情　
報　
提　
案　
の　
拠　
点　
と　
し　
た　
商　

売　
に　
変　
え　
る　
こ　
と　
を　
決　
心　
し　
ま　
し　

た　
。　
贅　
沢　
品　
で　
は　
な　
く　
、　
使　
う　
人　

の　
セ　
ン　
ス　
が　
伺　
え　
る　
よ　
う　
な　
食　
器　

や　
生　
活　
用　
品　
な　
ど　
を　
提　
案　
し　
て　
い　

き　
た　
か　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

新　
し　
い　
店　
づ　
く　
り　
を　
決　
定　
す　
る　

の　
に　
最　
も　
参　
考　
に　
な　
っ　
た　
の　
は　
、　

「　
蔵　
の　
街　
」　
川　
越　
一　
番　
街　
で　
し　
た　
。　

特　
に　
、　
あ　
る　
陶　
器　
屋　
さ　
ん　
に　
は　
教　

え　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
実　
は　
、　
こ　
の　
新　

し　
い　
店　
を　
黒　
塗　
り　
に　
し　
た　
の　
は　
、　

こ　
の　
店　
の　
影　
響　
な　
の　
で　
す　
。　
黒　
塗　

り　
の　
壁　
の　
店　
蔵　
の　
中　
に　
は　
、　
地　
元　

陶　
芸　
作　
家　
の　
作　
品　
が　
展　
示　
さ　
れ　
て　

い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
れ　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　

陶　
芸　
教　
室　
や　
地　
元　
作　
家　
の　
陶　
器　
を　

使　
っ　
た　
懐　
石　
料　
理　
ま　
で　
扱　
っ　
て　
い　

ま　
し　
た　
。　

そ　
の　
店　
の　
中　
に　
い　
る　
だ　
け　
で　
、　

自　
分　
の　
店　
も　
こ　
ん　
な　
店　
に　
し　
て　
み　

た　
い　
と　
思　
わ　
せ　
る　
人　
の　
心　
を　
と　
ら　

え　
る　
雰　
囲　
気　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
街　

全　
体　
の　
も　
つ　
雰　
囲　
気　
と　
、　
店　
の　
も　

中　
心　
市　
街　
地　
活　
性　
化　
事　
業　
を　

店　
づ　
く　
り　
に　
生　
か　
す　

「　
身　
の　
丈　
に　
合　
っ　
た　
生　
活　
提　
案　
」　

が　
新　
し　
い　
店　
の　
目　
標　

「　
蔵　
の　
街　
」　
川　
越　
か　
ら　

学　
ん　
だ　
店　
づ　
く　
り　

洗練された生活用品を育て
発信しています

有限会社青山工芸 品田
し な だ

洋
ひろし

さん

人　
づ　
く　
り　
と　
顧　
客　
の　
感　
性　
を　

掘　
り　
起　
こ　
す　
生　
活　
情　
報　
の　

提　
案　
が　
大　
切　

若　
手　
作　
家　
と　
組　
ん　
だ　

商　
品　
づ　
く　
り　

を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
の　
ア　
イ　
デ　
ア　
が　
売　
り　
上　

げ　
に　
も　
反　
映　
さ　
れ　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
。　

二　
階　
の　
展　
示　
ス　
ペ　
ー　
ス　
で　
は　
、　「　
ウ　

ォ　
ー　
ホ　
ー　
ル　
」　
の　
ポ　
ス　
タ　
ー　
展　
を　

開　
催　
し　
ま　
し　
た　
。　
仕　
入　
れ　
は　
イ　
ン　

タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
を　
活　
用　
し　
て　
、　
国　
内　

と　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
か　
ら　
手　
配　
し　
ま　

し　
た　
。　

生　
活　
者　
が　
「　
も　
っ　
た　
い　
な　
く　
て　

普　
段　
使　
い　
で　
き　
な　
い　
」　
生　
活　
用　
品　

は　
、　
家　
庭　
の　
食　
卓　
や　
リ　
ビ　
ン　
グ　
ル　

ー　
ム　
に　
定　
着　
し　
ま　
せ　
ん　
。　「　
毎　
日　
使　

っ　
て　
楽　
し　
ん　
で　
い　
た　
だ　
く　
こ　
と　
」　

を　
モ　
ッ　
ト　
ー　
に　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　

の　
た　
め　
、　
廃　
業　
し　
た　
県　
内　
の　
食　
器　

店　
の　
デ　
ッ　
ド　
ス　
ト　
ッ　
ク　
品　
を　
一　
括　

購　
入　
す　
る　
な　
ど　
、　
仕　
入　
価　
格　
を　
引　

き　
下　
げ　
る　
努　
力　
が　
必　
要　
で　
す　
。　

皮　
肉　
な　
話　
で　
す　
が　
、　
県　
内　
の　
寂　

れ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
商　
店　
街　
に　
は　
、　
若　

い　
消　
費　
者　
に　
新　
た　
な　
感　
覚　
で　
大　
歓　

迎　
さ　
れ　
る　
商　
品　
が　
た　
く　
さ　
ん　
眠　
っ　

て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　
著　
名　
な　
作　
家　
の　

作　
品　
で　
な　
く　
て　
も　
、　
レ　
ト　
ロ　
な　
雰　

囲　
気　
を　
新　
品　
の　
器　
で　
手　
軽　
に　
味　
わ　

え　
る　
喜　
び　
は　
大　
き　
な　
も　
の　
で　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
を　
入　
手　
で　
き　
る　
拠　
点　
と　
し　

て　
、　
こ　
こ　
柏　
崎　
に　
も　
定　
着　
さ　
せ　
た　

い　
の　
で　
す　
。　

こ　
う　
い　
っ　
た　
「　
身　
の　
丈　
に　
合　
っ　

た　
生　
活　
提　
案　
」　
を　
し　
て　
い　
く　
に　
は　
、　

既　
成　
概　
念　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
な　
い　
若　
い　

感　
性　
が　
不　
可　
欠　
で　
す　
。　
旧　
い　
も　
の　

を　
新　
し　
い　
視　
線　
で　
評　
価　
し　
、　
ス　
タ　

ッ　
フ　
自　
ら　
組　
み　
合　
わ　
せ　
を　
楽　
し　
み　
、　

お　
客　
様　
に　
奨　
め　
る　
、　
ま　
さ　
に　
若　
い　

世　
代　
の　
感　
性　
が　
も　
の　
を　
い　
う　
場　
面　

で　
す　
。　
若　
い　
ス　
タ　
ッ　
フ　
も　
経　
営　
者　

も　
同　
列　
で　
ア　
イ　
デ　
ア　
を　
競　
う　
ぐ　
ら　

い　
の　
覚　
悟　
が　
、　
私　
た　
ち　
経　
営　
者　
に　

求　
め　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ス　
タ　
ッ　
フ　
に　
は　
京　
都　
や　
川　
越　
な　

ど　
、　
伝　
統　
を　
素　
材　
に　
革　
新　
的　
な　
店　

舗　
づ　
く　
り　
を　
し　
て　
い　
る　
街　
に　
積　
極　

的　
に　
出　
張　
さ　
せ　
て　
勉　
強　
し　
て　
も　
ら　

っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
商　
品　
開　
発　
、　
販　
売　

方　
法　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
若　
い　
ス　
タ　
ッ　

フ　
を　
含　
め　
た　
全　
員　
で　
話　
し　
合　
っ　
て　
、　

既　
成　
概　
念　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
な　
い　
新　
鮮　

な　
感　
覚　
を　
大　
切　
に　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

今　
、　
陶　
器　
や　
掛　
け　
軸　
な　
ど　
、　
若　

手　
作　
家　
の　
作　
品　
に　
力　
を　
入　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　
店　
の　
コ　
ー　
ナ　
ー　
に　
展　
示　
し　

た　
り　
、　
二　
階　
の　
一　
部　
屋　
で　
個　
展　
を　

開　
い　
た　
り　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
作　
家　
と　

ス　
タ　
ッ　
フ　
の　
間　
に　
は　
お　
互　
い　
に　
切　

磋　
琢　
磨　
し　
な　
が　
ら　
商　
品　
を　
作　
っ　
て　

い　
く　
、　
と　
い　
っ　
た　
仕　
組　
み　
が　
機　
能　

し　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
。　

中　
に　
は　
、　
口　
コ　
ミ　
で　
知　
っ　
た　
作　

家　
が　
作　
品　
を　
置　
い　
て　
ほ　
し　
い　
、　
と　

訪　
ね　
て　
こ　
ら　
れ　
た　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　

し　
た　
。　
今　
で　
は　
、　
こ　
の　
店　
か　
ら　
作　

家　
と　
お　
客　
様　
の　
直　
接　
の　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　

ー　
ク　
も　
で　
き　
つ　
つ　
あ　
っ　
て　
、　
私　
た　

ち　
を　
支　
え　
る　
強　
い　
バ　
ッ　
ク　
ボ　
ー　
ン　

に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
今　
は　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　

と　
い　
う　
あ　
ま　
り　
費　
用　
の　
か　
か　
ら　
な　

い　
、　
使　
い　
よ　
う　
に　
よ　
っ　
て　
は　
計　
り　

知　
れ　
な　
い　
宣　
伝　
効　
果　
を　
も　
た　
ら　
す　

情　
報　
受　
発　
信　
手　
段　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　

店　
に　
来　
ら　
れ　
な　
い　
人　
に　
も　
、　
わ　
れ　

わ　
れ　
の　
「　
生　
活　
情　
報　
提　
案　
」　
に　
よ　

る　
品　
揃　
え　
に　
共　
感　
し　
て　
も　
ら　
え　
る　

よ　
う　
、　
臨　
場　
感　
の　
あ　
る　
新　
鮮　
な　
情　

報　
を　
発　
信　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
思　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
も　
商　
店　
街　
の　
一　
員　
と　

し　
て　
、　
商　
店　
街　
の　
魅　
力　
ア　
ッ　
プ　
に　

貢　
献　
で　
き　
る　
店　
づ　
く　
り　
に　
励　
み　
た　

い　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

問い合わせ先　柏崎市東本町1-5-23  電話　0257-22-5141  URL http://www.onoshi.com

古いものと新しいものの融合で

生まれたオリジナルの熨斗紙

明るくなった街との調和、

お客様へ生活情報を発信し

共感していただける場所と

して演出された店内
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柏崎は、米山山麓の

雪解け水から水道水を

取り入れて良質な飲料水に恵まれています。

そのためか、加工食品にも県外で評判の高い商品

が少なくありません。

全国的に有名な（株）ブルボンも柏崎市に本社を置い

ていますが、和菓子の老舗「最上屋」から発祥しました。

この「最上屋」は、明治四年創業以来、和菓子を製

造・販売しています。特に、人気商品の「越の荒海」は、

お茶受け、お土産に多数利用されております。

◎創業130年 和菓子の老舗◎

問い合わせ先　柏崎市西本町1-3-22 電話 0257-22-4145

―
店　
舗　
づ　
く　
り　
の　
専　
門　
家　
の　
ア　
ド　
バ　

イ　
ス　
が　
有　
効　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す　
が　
、　
ど　

の　
よ　
う　
に　
活　
用　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
か　
？　

わ　
れ　
わ　
れ　
役　
員　
は　
、　
大　
型　
店　
の　

経　
営　
で　
は　
素　
人　
だ　
と　
痛　
感　
し　
ま　
し　

た　
。　
未　
経　
験　
の　
大　
店　
舗　
経　
営　
に　
携　

わ　
る　
こ　
と　
に　
は　
限　
界　
が　
あ　
り　
ま　
し　

た　
。　
そ　
こ　
で　
、　
一　
度　
は　
破　
綻　
し　
か　

け　
た　
事　
業　
を　
再　
生　
す　
る　
た　
め　
、　
オ　

ー　
プ　
ン　
後　
三　
年　
経　
過　
し　
た　
昨　
年　
十　

二　
月　
に　
長　
崎　
屋　
の　
元　
店　
長　
を　
総　
支　

配　
人　
に　
招　
き　
ま　
し　
た　
。　
や　
は　
り　
、　

わ　
れ　
わ　
れ　
と　
は　
け　
た　
違　
い　
の　
実　
践　

力　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
テ　
ナ　
ン　
ト　
募　

集　
、　
仕　
入　
・　
販　
売　
等　
す　
べ　
て　
の　
面　

で　
効　
果　
が　
現　
れ　
ま　
し　
た　
。　

商　
売　
の　
成　
功　
に　
は　
集　
客　
の　
環　
境　

づ　
く　
り　
が　
必　
要　
で　
す　
。　
し　
か　
し　
今　

回　
は　
、　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
モ　
ー　
ル　
が　

最　
初　
に　
オ　
ー　
プ　
ン　
し　
、　
残　
る　
コ　
ン　

ベ　
ン　
シ　
ョ　
ン　
施　
設　
工　
事　
な　
ど　
の　
影　

響　
で　
、　
メ　
ー　
ン　
ス　
ト　
リ　
ー　
ト　
に　
買　

い　
物　
客　
の　
車　
が　
入　
れ　
な　
い　
状　
態　
が　

続　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
点　
も　
専　
門　
家　

か　
ら　
指　
導　
を　
受　
け　
て　
い　
た　
ら　
早　
い　

段　
階　
で　
解　
決　
で　
き　
た　
問　
題　
で　
す　
。　

シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
モ　
ー　
ル　
の　
経　
営　

は　
、　
現　
在　
困　
難　
な　
状　
況　
で　
す　
が　
、　

私　
た　
ち　
が　
当　
初　
描　
い　
て　
い　
た　
良　
い　

状　
況　
に　
進　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　
難　
し　
い　

事　
業　
に　
地　
元　
の　
皆　
で　
挑　
戦　
し　
た　
こ　

と　
は　
、　
プ　
ラ　
イ　
ド　
を　
持　
っ　
て　
良　
い　

と　
思　
う　
し　
、　「　
補　
助　
金　
を　
い　
た　
だ　
い　

た　
以　
上　
、　
必　
ず　
事　
業　
を　
成　
功　
さ　
せ　

よ　
う　
」　
と　
努　
力　
し　
た　
こ　
と　
は　
、　
こ　

れ　
か　
ら　
の　
店　
舗　
づ　
く　
り　
に　
生　
き　
て　

く　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
叔　
父　（　
＊　
）　
か　
ら　

「　
人　
間　
生　
き　
て　
い　
る　
中　
で　
仕　
事　
を　
す　

る　
こ　
と　
が　
一　
番　
尊　
い　
ん　
だ　
」　
と　
い　

わ　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
言　
葉　
を　

胸　
に　
新　
し　
い　
商　
店　
街　
の　
再　
生　
に　
向　

け　
て　
励　
む　
つ　
も　
り　
で　
す　
。　

は　
、　
テ　
ナ　
ン　
ト　
募　
集　
や　
契　
約　
な　
ど　

を　
こ　
の　
事　
業　
工　
程　
に　
合　
わ　
せ　
て　
確　

実　
に　
進　
め　
る　
よ　
う　
努　
力　
す　
る　
必　
要　

が　
あ　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
商　
業　
者　
は　

仮　
店　
舗　
で　
商　
売　
を　
し　
な　
が　
ら　
新　
し　

い　
商　
店　
街　
づ　
く　
り　
の　
仕　
事　
も　
し　
な　

け　
れ　
ば　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
か　
ら　
、　
ソ　
フ　

ト　
整　
備　
が　
遅　
れ　
が　
ち　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

慌　
て　
て　
テ　
ナ　
ン　
ト　
の　
数　
合　
わ　
せ　
を　

し　
て　
も　
顧　
客　
に　
選　
ば　
れ　
る　
店　
舗　
づ　

く　
り　
は　
困　
難　
で　
す　
。　
県　
と　
市　
の　
打　

ち　
合　
わ　
せ　
に　
自　
分　
た　
ち　
も　
立　
ち　
合　

う　
な　
ど　
し　
て　
、　
柔　
軟　
な　
対　
応　
を　
お　

願　
い　
す　
る　
こ　
と　
も　
時　
に　
は　
必　
要　
に　

な　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

「最上屋」

（　
＊　
）　

北
日
本
製
菓

（株）　
（
現
在　
の

（株）
ブ　
ル　
ボ　
ン　
）　

の
三
代
目
社
長
吉
田
高
章
氏　
の　
こ　
と
。　
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市　
内　
の　
商　
業　
中　
心　
地　
で　
あ　
る　
西　
本　

町　
に　
和　
菓　
子　
の　
老　
舗　
「　
最　
上　
屋　
」　
が　

あ　
り　
ま　
す　
。　
代　
表　
取　
締　
役　
で　
あ　
り　
、　

青　
年　
会　
議　
所　
の　
理　
事　
長　
を　
務　
め　
た　
吉　

田　
さ　
ん　
は　
、　「　
㈱　
柏　
崎　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　

モ　
ー　
ル　
」　
の　
役　
員　
と　
し　
て　
中　
心　
市　
街　

地　
の　
活　
性　
化　
事　
業　
に　
取　
り　
組　
ま　
れ　
ま　

し　
た　
。　「　
市　
と　
商　
工　
会　
議　
所　
、　
商　
業　
者　

が　
一　
体　
と　
な　
っ　
た　
こ　
と　
が　
事　
業　
完　
成　

の　
秘　
訣　
」　
と　
語　
る　
吉　
田　
さ　
ん　
に　
、　
商　

業　
地　
域　
の　
再　
生　
を　
目　
指　
す　
人　
へ　
ア　
ド　

バ　
イ　
ス　
を　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
こ　
の　
テ　
ー　
マ　
は　
本　
誌　
第　
二　

特　
集　
で　
も　
取　
り　
上　
げ　
て　
い　
ま　
す　
。　

新潟県 柏崎市

―
以　
前　
か　
ら　
中　
心　
地　
商　
店　
街　
活　
性　
化　

に　
取　
り　
組　
む　
地　
域　
は　
た　
く　
さ　
ん　
あ　
り　

ま　
す　
が　
多　
く　
は　
苦　
戦　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
市　
町　
村　
単　
位　
を　
超　
え　
た　
地　

域　
づ　
く　
り　
が　
進　
む　
中　
で　
、　
中　
心　
商　
店　

街　
の　
整　
備　
は　
必　
要　
な　
の　
で　
し　
ょ　
う　

か　
？　工　

業　
だ　
っ　
て　
工　
業　
団　
地　
が　
で　
き　

て　
中　
小　
工　
場　
が　
優　
遇　
さ　
れ　
発　
展　
す　

る　
。　
商　
業　
も　
柏　
崎　
が　
生　
き　
て　
い　
く　

た　
め　
の　
一　
つ　
の　
基　
盤　
で　
す　
。　

今　
の　
商　
業　
は　
売　
り　
上　
げ　
、　
集　
客　

数　
と　
も　
郊　
外　
が　
主　
流　
に　
な　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
柏　
崎　
で　
も　
中　
心　
部　
で　
は　
か　

な　
り　
空　
き　
店　
舗　
が　
目　
立　
っ　
て　
き　
ま　

し　
た　
。　

だ　
か　
ら　
と　
い　
っ　
て　
、　
中　
心　
部　
に　

も　
全　
国　
チ　
ェ　
ー　
ン　
の　
大　
店　
舗　
を　
誘　

致　
す　
れ　
ば　
良　
い　
と　
い　
う　
わ　
け　
で　
は　

な　
い　
し　
、　
何　
も　
せ　
ず　
に　
商　
店　
街　
を　

放　
置　
し　
て　
良　
い　
と　
は　
思　
い　
ま　
せ　
ん　
。　

こ　
れ　
が　
柏　
崎　
で　
す　
よ　
、　
と　
言　
え　
る　

も　
の　
を　
表　
現　
で　
き　
る　
の　
は　
や　
は　
り　

伝　
統　
あ　
る　
商　
店　
街　
で　
す　
。　
駅　
前　
を　

中　
心　
と　
し　
た　
歴　
史　
あ　
る　
場　
所　
を　
大　

切　
に　
す　
べ　
き　
で　
す　
。　
柏　
崎　
の　
顔　
が　

作　
れ　
ず　
に　
い　
た　
ら　
、　
商　
店　
街　
も　
街　

も　
間　
違　
い　
な　
く　
衰　
退　
し　
ま　
す　
。　

私　
た　
ち　
は　
、　
こ　
の　
衰　
退　
し　
か　
け　

た　
商　
店　
街　
を　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
モ　
ー　

ル　
の　
形　
で　
再　
生　
す　
る　
こ　
と　
に　
し　
ま　

し　
た　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
商　
店　
街　
は　
、　

自　
分　
の　
土　
地　
と　
建　
物　
で　
や　
っ　
て　
い　

た　
か　
ら　
時　
代　
遅　
れ　
の　
商　
売　
で　
も　
続　

け　
て　
い　
た　
の　
で　
す　
。　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　

グ　
モ　
ー　
ル　
に　
す　
れ　
ば　
、　
時　
代　
に　
合　

っ　
た　
店　
舗　
構　
成　
と　
品　
揃　
え　
の　
入　
れ　

替　
え　
が　
可　
能　
に　
な　
る　
の　
で　
す　
。　

―　
事　
業　
を　
起　
こ　
す　
き　
っ　
か　
け　
は　
何　
だ　

っ　
た　
の　
で　
し　
ょ　
う　
か　
？　

ま　
た　
、　
今　
回　
商　
店　
街　
が　
団　
結　
し　
た　

秘　
訣　
は　
あ　
り　
ま　
す　
か　
？　

平　
成　
三　
年　
に　
特　
定　
商　
業　
集　
積　
法　

が　
施　
行　
さ　
れ　
た　
時　
、　
私　
た　
ち　
は　
こ　

れ　
が　
再　
開　
発　
の　
ラ　
ス　
ト　
チ　
ャ　
ン　
ス　

だ　
と　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
は　
、　
商　
店　
街　
の　
一　
部　

分　
を　
テ　
ナ　
ン　
ト　
ビ　
ル　
に　
建　
て　
替　
え　

る　
方　
法　
が　
主　
流　
で　
し　
た　
か　
ら　
、　
一　

部　
の　
商　
店　
だ　
け　
が　
い　
っ　
た　
ん　
立　
ち　

退　
き　
を　
し　
て　
仮　
店　
舗　
営　
業　
を　
し　
、　

残　
り　
は　
通　
常　
営　
業　
を　
続　
け　
て　
テ　
ナ　

ン　
ト　
に　
移　
れ　
た　
の　
で　
す　
。　
こ　
れ　
だ　

と　
商　
店　
街　
の　
中　
で　
不　
公　
平　
感　
が　
強　

く　
な　
り　
、　
事　
業　
の　
と　
ん　
挫　
に　
つ　
な　

が　
る　
の　
で　
す　
。　
そ　
こ　
で　
総　
論　
賛　
成　

各　
論　
反　
対　
と　
な　
ら　
な　
い　
よ　
う　
、　
も　

と　
の　
商　
店　
街　
全　
体　
を　
取　
り　
壊　
し　
て　
、　

皆　
が　
仮　
店　
舗　
に　
移　
り　
ま　
し　
た　
。　
後　

に　
引　
け　
な　
い　
状　
況　
と　
な　
り　
、　
皆　
が　

同　
じ　
負　
担　
と　
リ　
ス　
ク　
を　
背　
負　
い　
、　

団　
結　
し　
た　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

し　
か　
し　
そ　
の　
反　
面　
、　
仮　
店　
舗　
営　

業　
は　
通　
常　
営　
業　
の　
二　
〜　
三　
割　
売　
上　

減　
に　
な　
り　
ま　
す　
か　
ら　
、　
今　
回　
は　
商　

店　
街　
全　
体　
の　
体　
力　
を　
消　
耗　
し　
て　
い　

く　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
だ　
か　
ら　

シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
モ　
ー　
ル　
で　
の　
新　
し　

い　
出　
発　
ま　
で　
に　
一　
日　
も　
無　
駄　
に　
で　

き　
な　
く　
な　
っ　
た　
。　
新　
た　
な　
テ　
ナ　
ン　

ト　
の　
選　
択　
な　
ど　
、　
じ　
っ　
く　
り　
と　
顧　

客　
本　
位　
の　
店　
舗　
構　
成　
を　
検　
討　
で　
き　

な　
か　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　
そ　
の　
こ　
と　
が　

オ　
ー　
プ　
ン　
当　
初　
か　
ら　
の　
売　
り　
上　
げ　

不　
振　
に　
つ　
な　
が　
っ　
た　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

―
事　
業　
全　
体　
を　
推　
進　
す　
る　
に　
は　
、　
行　

政　
と　
の　
協　
力　
が　
必　
要　
で　
す　
が　
、　
ど　
の　

よ　
う　
な　
役　
割　
分　
担　
を　
さ　
れ　
ま　
し　
た　

か　
？　私　

た　
ち　
が　
今　
回　
の　
事　
業　
で　
誇　
れ　

る　
こ　
と　
は　
、　
行　
政　
も　
商　
工　
会　
議　
所　

も　
皆　
が　
柏　
崎　
を　
良　
く　
し　
た　
い　
と　
い　

う　
思　
い　
で　
取　
り　
組　
ん　
だ　
こ　
と　
で　
す　
。　

商　
工　
会　
議　
所　
か　
ら　
ア　
ド　
バ　
イ　
ス　

を　
受　
け　
て　
、　
市　
と　
の　
連　
携　
を　
強　
化　

し　
た　
こ　
と　
が　
事　
業　
の　
推　
進　
に　
つ　
な　

が　
り　
ま　
し　
た　
。　
補　
助　
金　
な　
ど　
の　
申　

請　
手　
続　
き　
は　
す　
べ　
て　
市　
が　
担　
当　
し　

た　
の　
で　
、　
わ　
れ　
わ　
れ　
商　
業　
者　
は　
テ　

ナ　
ン　
ト　
募　
集　
や　
商　
業　
者　
の　
間　
の　
調　

整　
に　
集　
中　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　

た　
。　
定　
め　
ら　
れ　
た　
手　
続　
き　
を　
期　
間　

内　
に　
必　
ず　
し　
て　
く　
れ　
る　
市　
の　
担　
当　

者　
の　
熱　
意　
を　
見　
て　
、　
私　
た　
ち　
商　
業　

者　
の　
事　
業　
意　
欲　
に　
も　
つ　
な　
が　
っ　
て　

い　
き　
ま　
し　
た　
。　

補　
助　
金　
申　
請　
時　
に　
国　
へ　
提　
出　
し　

た　
事　
業　
工　
程　
や　
資　
金　
計　
画　
は　
、　
正　

当　
な　
理　
由　
が　
な　
い　
と　
変　
更　
が　
困　
難　

で　
す　
。　
で　
す　
か　
ら　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
活　

性　
化　
事　
業　
を　
行　
う　
商　
業　
者　
の　
方　
に　

柏崎の顔「中心商店街」の
再生を進めます

株式会社最上屋　代表取締役 吉田
よ し だ

勝彦
かつひこ

さん

中心市街地活性化の核となるショッピングセンター「フォンジェ」
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◎ 発電所概要

柏崎・刈羽原子力発電所（東京電力）

所在地：新潟県柏崎市及び刈羽村

●1号機 出力/110万ｷﾛﾜｯﾄ （原子力）運転開始：昭和60年9月

●2号機 出力/110万ｷﾛﾜｯﾄ （原子力）運転開始：平成2年9月

●3号機 出力/110万ｷﾛﾜｯﾄ （原子力）運転開始：平成5年8月

●4号機 出力/110万ｷﾛﾜｯﾄ （原子力）運転開始：平成6年8月

●5号機 出力/110万ｷﾛﾜｯﾄ （原子力）運転開始：平成2年4月

●6号機 出力/135.6万ｷﾛﾜｯﾄ（原子力）運転開始：平成8年11月

●7号機 出力/135.6万ｷﾛﾜｯﾄ（原子力）運転開始：平成9年7月

1978 商業近代化策定計画の検討

1985 コミュニティーマート構想の検討

1991 東本町まちづくり委員会結成

＊市・商工会議所・商店街による任意の組織

1991 特定商業集積法施行

（旧通産省・旧建設省・旧自治省）

1997 第三セクター「柏崎ショッピングモール」設立

＊東本町の平日の歩行者が1,980人に減少

＊1982年では4,642人　

＊1987年では3,358人

1998 ショッピングセンター「フォンジェ」オープン

＊10月22日開店日　来店客30,000人

＊テナント31店

＊初年度売上20億円（当初計画39億円）

2001 核テナントのスーパー撤退

＊2カ月後に新規スーパー入居

2001 「柏崎ショッピングモール」民事再生手続申請

＊負債総額約26億円

2002 債権者集会において再生計画案承認

「東本町まちづくり事業」における
商店街の経緯

中心市街地活性化事業の標準工程計画について
―柏崎市の事例を参考に、あなたの街の事業計画を考えてみませんか―

大　
規　
模　
商　
業　
施　
設　
を　
核　
と　
し　
た　

中　
心　
市　
街　
地　
活　
性　
化　
事　
業　
の　
標　
準　

工　
程　
計　
画　
を　
上　
図　
に　
示　
し　
ま　
す　
。　

工　
程　
は　
約　
二　
年　
、　
初　
年　
度　
に　
出　

店　
地　
を　
確　
定　
し　
、　
施　
設　
概　
要　
を　
検　

討　
し　
た　
後　
、　
環　
境　
評　
価　
を　
経　
て　
、　

大　
規　
模　
小　
売　
店　
舗　
立　
地　
法　
（　
通　
称　

大　
店　
立　
地　
法　
）　
の　
届　
け　
出　
を　
行　
い　

ま　
す　
。　
そ　
の　
際　
、　
開　
発　
許　
可　
が　
必　

要　
に　
な　
る　
場　
合　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　

の　
後　
、　
住　
民　
説　
明　
会　
を　
通　
じ　
て　
地　

元　
住　
民　
の　
意　
見　
を　
求　
め　
、　
周　
辺　
住　

民　
と　
の　
調　
整　
に　
入　
り　
ま　
す　
。　
二　
年　

目　
に　
入　
り　
、　
都　
道　
府　
県　
か　
ら　
の　
意　

見　
に　
対　
し　
て　
出　
店　
者　
が　
自　
主　
的　
に　

対　
応　
す　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　
結　
審　
が　

な　
さ　
れ　
、　
建　
築　
確　
認　
申　
請　
の　
後　
、　

建　
築　
工　
事　
の　
着　
工　
が　
可　
能　
と　
な　
り　

ま　
す　
。　

こ　
の　
工　
程　
計　
画　
に　
お　
け　
る　
ポ　
イ　

ン　
ト　
は　
、　
次　
の　
三　
点　
で　
す　
。　

①　
環　
境　
評　
価　
を　
ク　
リ　
ア　
し　
た　
後　
、　

都　
道　
府　
県　
に　
大　
店　
立　
地　
法　
の　
届　
け　

出　
を　
行　
う　
こ　
と　
。　

②　
都　
道　
府　
県　
や　
市　
町　
村　
等　
と　
開　
発　

行　
為　
に　
か　
か　
わ　
る　
協　
議　
を　
十　
分　
行　

う　
こ　
と　
。　

③　
環　
境　
評　
価　
・　
市　
町　
村　
や　
商　
業　
者　

等　
の　
協　
議　
・　
開　
発　
申　
請　
手　
続　
き　
終　

了　
後　
に　
建　
築　
確　
認　
申　
請　
を　
行　
う　
こ　

と　
。　

（「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
編
集
室
）

■中心市街地活性化事業の標準工程計画

※届出書等の協議がスムーズに行われることを前提とした工程計画です。周辺環境への影響がない立地であれば期間短縮も可能です。


